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1　沿　　　革

乾賀県立頼械金属工業指導所は戦時中一時摩止されていた滋賀

県立長韓工業試験場が昭和2 1年L!月1日よF)既設の横械工養成

所の建物設備を引拙ぎ機械､抽経の二部門をもった試験場として

復活し､ 2　2年7月に機械工場を増設､ 2　5年7月木工部門を増

設し業界の抱導に尽してきたのであるが, 2　7年4月1日の機構

の改革で繊維払門か分難し機撹木工鮎門で独立Lて当耗賀県立機

械金属=業括導所として莞足し貰界0.7試験指導の機関とし帝7ヶ

年を経て昭和5　5年4月長浜碕薬訓練所の拡鞍によ　rl土地.建物

を同所に移管し事革所.武的室等を借用して業者を行なっている｡

2　位　　　置

長浜而八幡*･山町　15.51 (T. L長浜Sl_19)

北陸線長浜駅よ　り　北々東　2　Km

3　聴　　　員

小

4　業務内容

本県機械金罵工業並に木怨晶工業の振興技術埜J

を日的と　し､次の業務を行なうo

向上を図る

イ　中小機種金岡及び木製品工場に対する技術UT,実地指導に関す

る　こ　とo

ロ　機械金罵及び木製品の加工技術C=･試験研究に熊することe

-　製品並びにその原材料及び資材の部斡分析弄び鮭定に旅する

こ　と¢

ニ　髄概要芽具の試作.改良Ii･ひ鱗琴に関すること｡

ホ　鮪付け梗概器具の使用にFILf_lすることr,

H)

主賓設備機械器具

ィ. I/L'IZ嶺械

8択旋盤(オ-ルギヤ-)

6択旋稚(莱.米式)

4択旋盤(莱.米式)

平削盤　( (.･択)

形削蝶　(1 4吋)

竪削鎧

1台　フ　ライス蕪(♯2)　1台

さ至　臨切盤　　(?_4吋)　1台

7台　鋸盛　　　　　　　　　　1台

1台　研磨縫(かノダ一群許.闇7:-叫由)
5台

1台　ポール経略上艶気トルを含む)

1台　　　　　　　　　　　　　　　　4台

I.試教場苧

5L鳩アムスラー万能材料試験桜　アイt/ツト試験橿

1台　土凹式写実鼓膜

金議顕微鏡

シ　ョ　アー硬度計

ハード　ネスク　ー

-.金軒分析詰具

鉄及鋼炭素定義巷健

軟汲鋼硫黄程度装置

電解案薩

電気マツフル炉

角形,ホット　プレート

電繋定温水浴賢

二.測定器具

回転速度計

高温指示計

光高温度計

照射測微計

揮サ却軍籍

工具頗微積

ネジ切′,'イト検蚕拝

テ　スト/.:- (モールス)

′′　　(ブラウンシャープ)

1台　ロックウエール硬度計

2台･モー･ルデインクテスター

1組

具　具　具　台　台　台1　　　　1　　　　1　　　　1　　　1　　　　1 電気定温乾燥器

角形砂浴

台　台　台　個1　　　1　　　1　　　一~.

電気自動蒸溜水興造装置1台

イオン交換純水興造装直　1台

エ　アーバス

2個　マイク　ロ　メーター

2侶　-イト　ゲージ

1個　光線定盤

1倍　スト　ッ　プウオッチ

1個　プp　ツク　ゲージ

1摺　限界ゲ-ジ

1佃　精密メジヤリングテーブル

4慣　待人ゲージ

1台

20個

1償

2個

1個

5親

1組

1億

2組

5倍　ギヤーツースパーニヤ1個

(2)



王ビームストレートエッチ

ホ.鍍金装置

セL/ン整流器 AA
【U nU

C)CUJ†　2VV上し2

1

J:フ　レ　ス

-.木工機械敦ひ塗曇機

昇降盤

自動飽盤

pク　P横

-ヤーコンプレッサー- (5:t'H))

ト.其の他

スライド･プロゼクター

6　決　　　算

歳　　　入

5個

鍍金槽　水洗樽

1台､

台　台　台　台　　台 ヰ押飽鐘

角ノ　ミ横

木工ミ　シン梅

ス　ピード　サン　タ

台　台　台　台1　　　1　　一1　　　1

科目 劔I J 

款 l使用料及手数宥 亦ﾒﾒﾖ鳥�rﾒﾖt��捧?��ﾓ�?��

J 剿ﾂ�I 

i便摘料摩料 剞V妻翫芳賀 塔�ｺ��コﾃSS��

trS姦一項哲漕 剩��16?,OOLl 肪�#C�ﾃSc��

T 剪�恒5,OCD l 俣##Rﾂ經��?｣bﾃB胄�
! 

i � ��64,nco 

雑収入 �� 辻�F155,抑 迄7�4ﾂ�

物品売上代金 伜兒羽IZY�8ﾉR�竃熊賢鵜 俣�SRﾃ��ｹL2�砧,855l 

A

雑

令

(三1

科目 劔��｢�uﾈ螽枌�支出済簡 

款 俘����?｢�館J' 

l産壷経- �;ｨﾝxﾔΥ�� 冲ﾉ<TD���"ﾉ�ピづSc��5,070,245l l 
2,朗4,595 所 劔8��B���mYV儖B�

-～---------r～- 劔-ド---一･一一.-.--一･･.･.･.･...■･..■･.･.･.. 16,2nJ3i16,20ロー 

15,10CLI ��Bﾃ��R�

- ����

燃料餐25,5OC= �14,720 

I � ��榎h��r�10,8ロC' 釘ﾃSC��

印刷製本攻 亦ﾅ44韮�5,-/L)7 

光熱水費 ��BﾃC���15.5占4 

通信連穀資 店8ﾒﾆD���SCI420 

l 1 � 倆閲�凅ｨ��1,Dr-lロ �?���箸�

i L-二一 i ��亦�����ﾂ�Jf-k㌃甘 �)dﾂ�5,518 

偏品数 �15,125l I 

- ��T~■ 册ﾙ��ﾇR�･497,0〔# �425,占50ー 

L_--.-- L I I 剪�旅蛍 俯�譏悩:"���

l～J---I-一一.--〟--I--- I 剿��消撃晶#J 田づ�Lx�ｲ"篥���2�

I 凵[⊥ 剩R料費 ��Bﾄ停�2�2��1710ull 

I I I 白�'光熱水費 �#釘ﾃ�4B�118り57… 

I-+ I 剿�ｨ���通活運撒■紫 l 俣津�9cづ""�

】 7 I l 1 I -一･.･.･.･.･.･.･.･...･.･.･.･.･.･.-.･.･.･.･.......･.一一■一･･.･.一･･.･..-■-.一一一一ィ._-.一･. l t 剩����B�準託料 乂コﾃDﾂ#��2,56ロ! 1 

r摩韓費 �59,2CLl �#�ﾃ����ﾆﾂ�

7 儖YV倬��59,5叩 鉄づSc��

1 劔原材料費 �#bﾃ�$��14,916- 
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費
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ワ　業　務　の　概　要

昭和55_年度の業務の.あらま　しであります｡当初実地括導に重

点を置き依頼分析試験と指導の比率を5 : 7と計画したのであり

ますが試験分析の依頼の上昇と人良or)視係から結果は逆の比率に

終った感がありますB　稀7月に木=部門は依頼.試作､加工の業

務を休止し所内設備の木工機械の貸付のみとし.機嫌関係の括導

を主にしましたc Lかしこれも訓練所の拡範工事の進捗と共にそ

の美希も休止せざるを得ないこととなF7又機械関係の材料粥教.

材料分析も試験室の模様替えや試験機cj移転で之等の業務も一時

中止いたしま　したa　従って巡回実地括尊も充分でないので之九を

補うため工指ニユース1 0月特集号を発刊し又年度末近く　ではあ

わま　したが技術講習会を開催しましたところ多数の奉加を得.有

意轟に終ったこと　とおもっています,_　その間本庁及び本所で本指

導所の運営協議会か開かれ指導所の在りプ)-等について換討されま

した｡

8　33年度の実績

8. 1試験　検査

ィ.材料強度試験

ネズミ鋳鉄鋳物

青銅鋳物

構造用EE廷鋼材

鍛造用黄銅棒

合計

1151*

285〃

1占(,､

5 /7

14.56本

-.其の他の就斡頼査

ネズミ鋳鉄絶縁換鏡写真撮影　2件

角度測定　　　　　　　　　　　2〃

テ-ノミ-ゲージ測定　　　　5〝

硬度測定(FC.コック)　　　　2':

(5)

ロ.材料分析

ネズミ鋳鉄鋳竹

青銅鋳物

ク　ローム錦

鍛造用黄銅棒

鋼膚

合計
rJ

件　〃　ク　ク　〃　件7　　nU　　1　　1　　2　1

限界ケージ測定検査　　52件

8. 2　試　　　作

計

機械

1.アメリ　カ規格管用テーパネジ

ゲージ　　　　　　　(15億) 4件

2.歯　車　　　　　　　4　個1〝

3.砥石曲ゲ訳験倒　1台1〝

4.袋ナット　　　　　1滴1〝

7件

8. 5　依額加工　(機枕)

1-高速度錦(バイト)
入旋 禁55'本e件

木工

1.誘噂台　　　　1本　1件

2.網戸　　　　　1ロ本　　4ヶ

計 5件

計

2.プーリー旋削加工　　　　1個1 〟

3.由車齢切加工　　　　　6個5′′

4.タップ研摩加工　　　　1本1 ′′

5.ヵッタ研磨加工　　　15枚5〝

6_バイトシャ./♂-/ライス加正二75個† 〟

7.ローラ軸先入　　　50ロ本1〝

18件

8. 4　設備利用

平判盤　　　　　　　　　56fI

フライ　ス盤　　　　　　　51〝

堅剛盤

形削盤

旋　無

金切鋸蕪

計

18〝

54　〝

1ロ′/

19　〝

166円

('占)

(木コ二)

1_水里櫛　　　　　1本1件

2･応接机　　　　　1阜1〝

3､コ･/クリート用終夜削加□二1 〟

計

計

5件

昇降軽　　　　　　　2'1 7.冗

手押飽蕪　　　　　147〝

自動銀盤　　　　　221〝

角ノ　主墳　　　　　45〝

65PfT



8. 5　指導事項

ィ,実地指導

機械工作法について　　1CW-

材料分析について　　　10〟

金属材料試験法について1〝

鋳造法について　　　　　　7〝

研削砥石性能試験法について　2〝

研削砥石の成型法について　　り〟

金馬電蝕対福について　1〝

砥石結合密輸使簡封こついて1 〟

加工用冶具の設計について　5〝

杜内規柊作成について　　5〝

マシンタップの使用法について　2〝

汁

旋盤の補佐について　　　　2件

旋盤改良設計について　　　4〝

クp-ム､モリブテン鋼の幾人境兵法2 〟

ネジ追い車の設計について　l N

特許申請図面作成について　2J/

ネジの有効経の算出法について　5〟

鋳造機試験片の採集と鑑別法2′′

熔解温度と鋳込温度について5〝

鋳型璃固め奴度について　5j'

木工頼麿q)使用法について5′′

暁杉の造E')方について　　1′′

72件

ロ.貿疑応答

軸轍の断熱噛昆配鵬こ-いて15当社内規桔斜度に-いて5件

材料試験及ひ分析について　1叫巨-レットのピッチについて　1〝

研削法及び研磨砥石について　5〝

電話線間測晃器について　　5"

≡二三三=-{:__-∴　二.

フェロクローム. 7-｡マンガン鑑砂塵1〝l

鉄線矯正機の械寓について　1

撚糸機用小帯革の材質について1

研削砥石の試換法について　1〝

ギヤーポンプの簸水桶酔)原田について1 ′′

無限動力機について　　　　1〝

製缶用PTノ堵筆の墳帝について　2〝

エンジン繋帯vl)ボーリンク加工について2u

金型の加工法について　　　2w

JILqネジ櫛度訳縄について11'

(7)

撚糸i軌スピンドルの酵こついて　2 〟

歯草歯型友外壇について　4〝

ネズミ鋳鉄の車坪配合と額蜜について5 〟

熔解炉の改造について　　1〝

ネ',-<ミ鋳鉄oj酎食性について　　1 〟

耐放鋳鉄について　　　　　2〟

ネズミ翻軒と加工真顛こついて　2 〟

アメTjカ管梢ネジゲージについて　　2 〟

限限ゲージのマークについて　1〝

光諌定盤の使用法について　1〝

華人炉について　　　　　　1〝

軸承の灘安上昇と漸酎油もれ防止につU､て1件

鋳押ニーの含有ユッケJL,の蹄こついて1 〟

パイプの租ヨこよえ歪損耀-…こついて1 〟

計

衝撃試験機について　　1件

冶具工具に関するもの　　5〝

塗装に関するもの　　　　　2〝

特許申請に親するこ　と　　4〝

木工に関するこ　と　　　　　5′′

其の他　　　　　　　　　　　7′′ I

106件

講　習　会

ィ.鋳物及び計測器板状いと管替講習会

p､ 2月　2　ロ　日午后-時よT) 5時まで

-.彦根商工会番所に於て

こ､ ①　我が国の最近の観敏男鋲の現況について

名古屋大学教授　　久佃中揚氏

Ⅰ　片状黒鉛の形状.大きさ.分布qTJ改善

Ⅱ　各種覇鞄鋳鋲について

瓜　不純物の除去法

Ⅳ　　其の他

②　計測器の取扱法及びその管群法について

東洋輯詐Ⅹ.K.社長　小森彦三氏

工　　長サ剰発給の種類

王　　制宝器の潰走

正　一　測定値の誤差

Ⅳ　外側マイクロメ-♂-の揖攻上の注意

Ⅴ　外側マイクロメーターの検査法

Ⅶ　内側マイクpメーターの種類

IrA　計測器の管理

⑨　質疑応答

ホ､巷加人見

(,e)

4　5名



10･ニュース発行

工撫ニュース　1O月特集

Ⅰ　熔接施行に際して

暮　メッキ液の管埠について

I　　定盤の居合せ

Ⅳ　旋盤の静的精密の工作物への影響について

V　新らしい塗料の使い方
■ ･_ ~■■■■■_-

Ⅶ　大工妓術者として■知ておきたい乾燥技術

附　鋳鉄及び非鉄金屑の引東.坑祈.釈放片について

ヽ

11　其　の　他

イ･頼械金属工業相尋所運営協和会開催

第1回　10月15El　於　本庁

第2回　12月15日　於　本所

p､来所者

稔　計

所庶据技技技　　小

1.088名

見学者　　　　　　　55名

草範応答･　　　　98名

薬串連姑　　　　　　214名

敷僻利用　　　　　725名

その他　　　　　　　18名

負

長長長

保保革帝

師補鶴　使

節柵〝〝

大書坊漸壌市中福供

佐

横田　利

島

滑

蒐山本的

典一郎次男師万郎柵正局太宰　勝東田兵


